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理事長挨拶                             細川義治 

 今年の夏は猛暑が続き、熱中症で亡くなられた方もおられ、暑さに強い私ですが、来年は

クーラー設置も考えるようになりました。農作物にもかなりの影響が出ているようで、お米

の質にも悪影響を与えたようです。近くの農家さんも大根は全くダメだったとのこと。 

温暖化の悪影響は、これからも大きくなることが予想されます。少しでも野菜作りに励ん

で、吉田俊道氏が言う「土壌微生物を生き返らせることが炭素固定に繋がり、CO2削減にな

る」という理論を実践したいものです。そして、健康野菜で自らの健康を維持しましょう。 

アムリタファームさん 

10月 14日の情報交換会は、ニセコに新規就農して 6年目のアムリタファームさんご家族

が登場。休憩を挟んで 2時間を超えるお話はとても聞きごたえのあるものでした。 

 ６ヘクタールの雑木林の伐開除根から始まり、当初はまるで明治時代の開拓農家のよう

だったと聞き、切り株から更に伸びてきた新芽もあっという間の背丈以上の木々のスライ

ドを見て驚き、電撃結婚、3 人の子供さんは則高さんが取り上げたことなどにも驚かされま

した。そして、数々の不思議な縁と愛の鍵で、まるで雪山の頂上から小さな雪の塊が転がっ

て大きくなっていくようなイメージが湧いてきました。そして、様々な結果に対して関わっ

てくれた人たちや微生物たちへの感謝する気持ちＥＭ讃辞も日常的に唱えているというこ

とに心動かされました。すべてを詳細に語ることは出来ませんが、会員さんから寄せられた

乾燥と、Ｕ―NET通信に掲載された記事をご覧くだされば、ご家族のことまでもご理解いた

だけると思います。 

糸状菌高畝作りにチャレンジ 

 7月 1日の吉田俊道氏の講演会を聴いて、厚別区の河川敷で家庭菜園をしている永井会員

のところで、糸状菌の農法を試すことを目的に、有志が集まって６ｍほどの高畝を作りまし

た。畝の内部には枯れた木材を入れこみ、来春まで寝かせます。冬の間に、枯れ木を分解す

る糸状菌が繁殖してくれることを期待して、今年の作業は終わりました。 

最下段に太い枯れ木 

中段に細い木 上段には小枝             仕上がり状況 
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「命輝け！日本の心と農的文化 ～みんなで働き･遊び･学ぶ進化ビレッジ～」  

アムリタファーム 代表 齋藤則高、おかみ 齋藤麻恵  

 

私たちアムリタファームは北海道ニセコ町で 2014 年から、「食と心は密接につながり影響

する」と言う学びから、「皆様の心と身体の為に貢献したい」という思いで始めたトマトを

中心に生産している農園です。 私たちは約 6町歩という広さの土地を預からせていただい 

ており、本プロジェクトはその敷地を使い 2022 年から皆さまのご協力のもとスタートし

ています。前回 11 月の発表後、北海道は冬になり、外の開墾作業等は全くできない状態

となりましたので、納屋や越冬ビニールハウス等で出来ることにチャレンジしました。 命

輝け！日本の心と農的文化～みんなで働き・遊び・学ぶ進化ビレッジ～ ◎アムリタファー

ムに滞在して、農的な生活を体験できるよう宿泊場をつくっていく ◎農場でお料理を作れ

るスペースやカフェスペースをつくっていく ◎様々な農業を学べる學校、食育・学びの場

を目指してつくっていく ◎これからの時代を架けていく、異業種交流をつくっていく ◎

アムリタ幼稚園 アムリタ學校を復活させていく これらを掲げ、実現に向けて、昨年 2022

年ビレッジ開墾をスタート！ 無煙炭化器を自主制作しました！ まず、無煙炭化器を自主

製作してみました。せっかくであればエネルギーが高く、氣が善いものを製作したいと思

い、 ネットで検索したところ 16 角形の図面があったので、その図面を基に材料を仕入れ、

ステンレス表面を EM処理し、EM・X GOLD をシュッシュしました。そうして溶接を少しず

つ進めたのですが、その際「EM 讃詞」を唱えながら、本当に善いもの になるように真心

を込めて製作していきました。ようやく形が整ってきて出来上がったかな？と氣を感じて

みると、とても気持ちの良いものに仕上がっていました。 次に EM カーを製作してみまし

た。こちらはエンジンがちょっと調子の悪い軽ワゴン車を格安で譲っていただいて製作を 

始めました。まずエンジンを降ろして、バラバラにし、一つ一つのパーツに EM と EM・X GOLD

をかけて磨き上げ、そして、EM 讃詞を唱えながら楽しみながら再び組み上げていきました。

この車は購入した時は物凄く氣の悪い車で、車内もタバ コのひどい臭いがしていましたが、

最初に室内に大量の EM を散布し、その後、更に EM・X GOLD を散布。EM讃詞を行うこと

で、臭いも消え、氣も良くなっていきました。 組み上げていくにあたっては特に電気系と

燃料系のラインに EM処理の重ねに気を付けながら組み上げました。こちらはすでに完成し

ていますので、ご興味のある方は試乗していただく事が出来ます。 更に・・・EMカーを作

りました！！ エンジンに不調のある軽ワゴンを安く購入。 エンジンをばらして、 パーツ

一つ一つ EM 処理しながら、感謝を込め て清掃、修理、組直し 何度も調整しながら、 数

か月かかり、早春ついに完成！！ 農場にお越しの際は試乗していただけます☆ 春になり

雪が解け始めると、開墾作業が再びスタートし、木の整理や、クマザサという根が物凄く

強い笹 の除去作業に取り掛かかりました。そんな中、この U-net 通信で私たちの事を知

って下さった道内在住の ご家族の方がボランティアに駆け付けて下さり、一緒に開墾作業

をする日もありました。 開墾作業で出た木を、冬に制作した無煙炭化器を使い、初めて EM 

整流炭を作ってみました。子ども達を含め皆で木を集めて、火を付け、最後に EM 入り 
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の水で火を消しましたが、これで合ってるのかな？と皆 で試行錯誤しながら炭を焼きまし

た。 開墾した場所の土を見ると、ものすごく良い土が出てきました。そこに建物を建てた

り、駐車場にするには余りにももったいない土でしたので、急遽予定を変更して EM を体

験できる農業ビニールハウスをつくる事にし、友人たちが駆け付けてくれて、急遽完成さ

せました。こちらは EM グラビトン技術を用いたハウスになっており、現在はイチゴや野

菜を栽培しています。イチゴのシーズンは終わってしまいますが、次はミニトマトの収穫

体験など、その場で出来たものを、その場で食べていただけるように工夫していますので

是非遊びにいらして下さい。 友人もお手伝いしてくれて、EM 体験ハウスを完成させまし

た！ EMグラビトン農法体験ハウスとして、どなたでも出入りできます。 結界を張った空

間で育つ、イチゴや野菜を実際に収獲していただけます。 ＊本年のイチゴはシーズンが間

もなく終了します。次はミニトマトの収穫体験が出来ます☆ この様にプロジェクトが進む

と同時に、アムリタファーム の農業も進歩しています。昨年 2022 年春に初めて私たちの

プロジェクトを発表した際に、比嘉先生から次の 3 つの アドバイスをいただきました：

①良質な EM 活性液を作ること、②結界をつくること、③EM 活性液をたくさん使うことで 

す。これらの事を昨年に続き、本年も深めていきたいと思っています。 さらに、2022年秋

の進捗発表の際に、比嘉先生から①結界に EM・X GOLD を半年に 2回シュッシュする こと、

というアドバイスがありました。これをきっかけにしょっちゅう気が付いた所をシュッシ

ュするようになりました。やってみてより重ね効果が期待できると感じています。同時に

その時におっしゃられたことが②EM讃詞を良くしているから結果が出ているとおっしゃら

れたので、この EM讃詞を強化して意識して、真心から 唱えられるよう行っています。 子

ども達は大喜びで毎日赤くなるのをねらっています！ お客様も大喜びでその場でパクリ

ッ♪ 次に 2023年今年の強化とチャレンジするポイントです。アムリタファームでは農業

ハウスが 6 棟ありま す。昨年はその中の 4 番と 6 番のハウス 2 棟に結界を設けて栽培を

行いました。するとものすごく素晴らしい結果が出まして、（私はエネルギーに敏感なので

すが）すぐにエネルギーの場が変わることが確認できました。ここで気付いたことがあり

ます。4番と 6番ハウスは結界を設けていて、その間にある 5番ハウスには 結界を設けて

いなかったのですが、4 番と 6 番ハウスが共振しだして、この 5 番ハウスも物凄く良い氣

に変えてしまったのです。この体験が凄く印象に残っていましたので、今年はその体験を

踏まえて更に結界を設置するハウスを増やしてみようという事になりました。ただ増やす

のではなく、変化を体験しながら増やしていく事を行っています。 それから、水・電気の

ラインと言うのを農業は凄く使いますので、さらに細かく結界を設置し重ね効果を大きく

していくことに取り組んでいます。チャレンジの部分は 3つあります。 ①プロジェクトの

敷地内に新たなメインハウスを建築。 とても大きなハウスを寄付して下さった方がおり、

そちらを建築していきます。大きなハウスですので、ここで EM の勉強会や、コミュニケ

ーションをとる場として、またお休みいただける場になるようにしていきます。 ②異業種

コラボ。 音楽業界とのコラボレーション音楽業界の方から、「音楽の力で一次産業を支え

られないか、元氣に出来ないか」とお声かけいただきました。これは音楽を聴かせること 
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によって規格外野菜にも付加価 値を付けちゃんとした値段で販売できるルートを作って

いきましょうという、フードロスなどの社会課題の解決に挑戦 するプロジェクトです。こ

の度、音楽評論家のピーター・バ ラカン氏が野菜に聴かせる為のプレイリストを作って下

さり、それを EM 野菜ハウスで流すことになりました。ただ流すだけでは面白くないので、

自分で作ったかんぴょうのスピーカーで流すことにしました。このスピーカーは中も外も

EM で拭きあげ、中に EM 結界を置き、その上に整流シールを張ったスピーカーを設置、EM

さん達にも共振していただきながら野菜に音を届けられるように工夫しました。こちらは

すでに完成し、音楽を野菜に届けていますので、興味のある方は見にいらして下さい。 野

菜に音楽を聴かせるなどで付加価値を創造し、規格外野菜のフードロスなど社会課題解決

へ挑戦するプロジェクトです。アムリタファームは企画当初から賛同し、最初の参画農家

として協力しています。 6 ③EM ルーペにチャレンジ。 これは野本理事が取り組んでおら

れる波動測定器を使ってお野菜の状態を視覚化することで、元氣になる野菜を皆さんに提

供しようというプロジェクトです。数年前から私たちも世に出回る野菜たちも波動を数値 

化して、良い内容のものを届けられたらいいねと話していました。それが現実化する時代

が来て私たちも喜んでいました。野本理事に誘われましたが、すぐに参加表明できずにい

ました。それは以前から私たちも波動測定をしてきましたが、北海道で測定した時には良

い数値が出ますが、東京に送って測定していただくと数値にずれが出て、結果がぶれるこ

とが起きていたからです。これでは良くないと思い、今までいろいろな事を試してきたこ

とを野本理事にお話ししました。すると、野本理事が、「私が直観的に感じたことですが、」 

と意見を伝えて下さいました。それは海洋深層水の使用方法を改めた方が良いのではない

かという事です。 これはステップが上がるチャンスだと思い、海洋深層水を使って海水活

性液を作るようにし、そのままでは使わないという使用方法に切り替えました。また同時

に塩の強化もしてみたいと思い、高波動の塩の作り方を野本理事の YouTube 講座で学ばせ

ていただき作るようになりました。この様にして EM ルーペに合格できるような波動数値

の作物作りにもチャレンジしています。 ここからは少しお知らせをさせて頂きます。まず、

先の U-net 通信でもご報告させていただきましたが、アムリタファームの「塩トマト」が

オーガニックエコフェスタ 2023 「身体に美味しい農産物コンテスト」で最優秀 賞を獲得

いたしました。これは EM さんのお陰もあり取らせて頂いたものですので、皆さんに感謝

申し上げます。有難うございました！そして、これを機に各種メディアで取り上げていた

だく機会が増えております。 その都度、EMのお話をさせていただいており、掲載・報道さ

れています。また、現在、某テレビ局からドキュ メンタリーを撮りたいと申し入れがあり、

一年密着でテレビカメラが追いかけてくれています。こちらも EM の話やその技術を撮っ

ていただいていますので、来年の春以降の報道をお楽しみにして下さい。 今後の予定です。

①私たちの農場でトマトのシーズンが始まります。7 月下旬頃から出荷ができる見込 みで

すので、ご興味のある方は是非お問合せ下さい。すでにご予約頂いている方は今少しお待

ちください。 ② 8 月ついに進化ビレッジのメインのハウス建築開始予定です。EMの技術

を駆使しながら建築し、人と環境に良い集いの空間を造っていきますので、皆様のご支援・ 

―４― 



ご協力をお願い申し上げます。③8月 6日（日） アムリタファーム自主イベント「むすび

の祭」を開催します。今回のテーマを「EM」にさせて頂き、EM で繋がった方々にご縁出店

をお願いし、輪を広げていきます。ご都合の合う方は北海道内外問わずどうぞ遊びに いら

して下さい。次回は 8月 25 日（金）に開催いたします。 さて、今年 5月に EM の国内外の

代表の方が視察に来られました。初めてお顔を合わせたのになんだか初めてではない、懐

かしい感じのする方たちばかりでした。EM を愛していて、EM が大好きな方たち囲まれて

過ごすのは、私たちには初めてで光栄でした。色々な深い話が出るのがまるで学校のよう

で、「わー、そんなこともあるんだな！」と、沢山の気付きと学びがある会話と場のエネル

ギーが楽しくて仕方がありませんでした。スイスからいらしたローランドさんが、「君たち

のことを U-net で知って、日本に来たのは君たちと このファームに会いに来たんだ。」と

いう事、「貴方達のトマトは国際基準でもハイクオリティなレベルにあるのですよ。」とい

う事を伝えて頂き、大変嬉しく励みになりました。このことで、EM の重ね効果が重要な様

に、EM を愛し、経験を積んだ方たちとの情報やエネルギーの交流もとっても重要だという

事を経験させていただきました。この様な善良な方たちとの重ね効果がすごく重要だなと

気付かせていただきました。 EMの重ね効果が重要なように EMを愛し、経験を積んだ方た

ちとの情報・エネルギー交流の大切さを経験。善良な人との重ね効果がとても重要 

https://www.amuritafarm.com このように私たちは一人ひとりが今できることを輝きな 

がら行い、そして、その事を発信できる場所を創っていきますので、今後もアムリタファ

ームのことを応援してください。今日は本当にありがとうございました。 

 

一昨年のトマト品評会で春夏季と秋冬季の 2季連続で最優秀賞に輝いた桃太郎の測定結果 
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NPO 法人北海道 EM 普及協会 創立 20 周年事業特別講演会 

目指そう！「オーガニック給食」 

                             副理事長  竹下 容子 

2023 年 7 月 1 日（土）、NPO 法人北海道 EM 普及協会の 20 周年記念事業が北広島芸術

文化ホールで行われました。 

内容は、「比嘉先生のビデオメッセージ」、「いただきます 2 オーガニック給食篇」の上

映、「菌ちゃんふぁーむ代表取締役・NPO 大地といのちの会理事長の吉田俊通氏の特別講

演会」です。 

開場前の受付、プレゼント配布テーブル、書籍販売テーブル等の設置やリストの準備など

午前中から担当者が集まり手際よく準備が進み、13 時の開場に十分な余裕がありました。 

新型コロナウイルス感染症が 5 類になって約 2 か月、まだマスクを着用した人が多い中

の開催ですが、113 名の参加となりました。 

細川理事長の挨拶から始まり、比嘉先生のビデオメッセージではお元気な姿を拝見して

EM の使い方など再確認することができました。 

「いただきます 2 オーガニック給食篇」の映画は、主役の子供たちは生き生きと元気で明

るく、有機農業の農家さんや行政の方、学校や保育園の先生の言葉や表情も自信と誇りに満

ちていてとても素敵でした。 

千葉県や長野県の小学校や保育園では給食材料をオーガニックの材料を増やしていくと給

食を残さなくなり、感染症や風邪をひかなくなってどんどん元気になって、休みが減ってい

ます。身体中の感覚が良い方向に働き出し、子供本来の体力が備わってきたのだと思いま

す。 

休憩をはさんでいよいよ菌ちゃん先生こと吉田俊道氏の登場です。 

「元気っ子を育てよう」をテーマにステージをエネルギッシュに動き回り、前列の参加者に

は質問攻め？でした。 

腐敗と醗酵、死と生、酸化と還元をアニメ「風の谷のナウシカ」の腐海やそこに住むムシた

ち、また「もののけ姫」のシシ神などに例えてわかりやすく説明してくれました。 

虫の来ない野菜が本当に健康な野菜で、EM を含めて菌が畑を耕してふかふかの畑にして

くれる、子供時代から有機野菜やお米を食べてほしいという思いがぎっしり詰まった講演

会でした。 

2 日は吉田さんの第 2 弾、上野幌会館で 97 名参加し、耕さない、肥料も必要なしの糸状

菌活用の野菜作りなど、やはり腐海やシシ神などに例えて盛り沢山の内容でした。 

 日本は食品添加物、保存料、農薬、薬などの化学物質の許認可量や使用量がとても多い国

です。ほかの国では減っている病気が日本では増えているなど食の安全がおびやかされて

います。EM に関わっていることに感謝して、まずは身近なところからオーガニックをすす

めていきたいと思います。 
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7 月 1 日大会参加者からの感想 

●元々、家庭菜園は苗と土を買ってきてプランターで育ててみる程度しかしたことないの

ですが、野菜の皮をゴミとして捨てているのを勿体ないなぁと思っていて、偶然、図書館で

借りたのが、菌ちゃん先生の本でした。 

講演会の少し前のことです。 

興味惹かれて、吉田先生のＨＰを拝見していたら、北海道に来られることを知り急いで講

演会参加希望のメールを送らせていただきました。 

人数オーバーとのことでしたが、入れていただいてありがとうございました！ 

恥ずかしながら、講演会までは、EM は名前しか知らない状態でした。 

吉田先生は、思いがけず熱くて面白い語り口で、こんなに楽しいお話だったら子どもも連

れてきたらよかった！と思いました。 

たくさん教えていただいて勉強になりましたが、私の人生を変えることになったのは 

『除草剤を撒いた土でも野菜を育てられる』というお話でした。 

実は、主人の実家の庭は、少なくともこの 10 年で 2 回、除草剤を撒いています。 

元々は主人のおばあちゃんが畑をしていたそうなのですが、義両親は植物を育てることに

関心がなく、この 20 年くらい？放置されていて、草が茂って手に負えなくなると除草剤を

撒く、という感じだったみたいです。 

最後に撒いたのは 4 年前くらいみたいで、今はまた草むらになりつつあります。 

除草剤を撒いた 1 年後、私が、花を育てようとしてみましたが、見事に枯れ、育ちません

でした。クローバーの種を撒いても、生えてきませんでした。 

日本では、海外では発がん性などから禁止されている除草剤がホームセンターで売られ

ていると聞き、もしかしたらそれだったかもしれないと思うと、その後も、野菜を育てると

いう気持ちにはなりませんでした。しかし、今回の講演で、除草剤を撒いて草も生えていな

かった土地で立派なお野菜が出来ている写真を拝見して、少なくとも、菌の力は除草剤の影

響を退ける方向に働くのでは？と感じました。 

また、ホームページで放射能除染に EM が使用されたことなどを知り、EM の勉強をし

てみたい、年月をかけてあの庭を菌ちゃん農園に変えてみたい！と思うようになりました。 

実は、私は 2 年前から化学物質過敏症になり、慣行栽培の野菜を食べると口の中がシビ

れたり、喉が詰まって声が出にくくなったり、呼吸しにくくなったりすることがあります。 

なので、普段は無農薬の食生活をしているのですが、果たして私が食べても大丈夫な野菜が

できるまでにどれだけかかるのか、今は想像もつきません。 

けれど、これから、できることを少しずつ始めてみたい、と思っています。 

講演会、そして、資料まで頂戴し、本当にありがとうございました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

化学物質過敏症になって以来、子どもの参観日など、人が集まるところでは、強い柔軟材

などの香りで体調を崩すことから、授業が半分も終わらないうちに、後ろ髪引かれながら教

室を後にするのが常でした。 
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講演会も最後まで居られないかもしれない、と、覚悟して参加して最後列に座っていたの

ですが、途中から、マスクを外しても大丈夫だと気付きました。 

他の方と距離を取っていたとはいえ、人がたくさん集まる屋内に長時間居続けられたの

は発症後初めてで、自然のことを大切に想って生活されている方たちの集まりだからなの

かな、とそのことにとても感動しました。 

そして、EM の勉強会も出られるかも？と希望を持っているところです。 

体調次第かなぁとは思うのですが・・。 

ナウシカの放映のこと、教えてくださりありがとうございました。 

録画したので、家族みんなで観たいと思ってます！               K.S． 

 

●講演会の感想ですが、まず菌ちゃん先生のお人柄が動画で拝見した通りでとても面白か

ったです。 

生きるために大切な事をたくさん話して下さって、講演会の間はずっと「母親を連れてくれ

ばよかった」「息子にも聞いてもらいたい！」「あの人も誘えばよかったなぁ」と自分以外に

広めたい気持ちがたくさん湧いてきました。 

来年また来ていただけるかもしれないとのことで、来年こそはもっとたくさんの人に声掛

けしたいと思いました。 

講演会が終わったばかりですがまたすぐに来て頂きたい気持ちでいっぱいです。 

畑の方も実践してみます。ありがとうございました。              K.M 

 

●情報誌を読ませていただきました! 

とても熱気が伝わって素晴らしい情報誌ですね! 

2 日間の講演会等は本当に貴重な体験でした! 

今は毎日庭に出て作物に声をかけています。 

本当企画していただきありがとうございました                                

 

●情報誌の添付をありがとうございます。 

友人のＡさんにも送信させていただきました。 

本日Ａさんにお会いしたのですが、Ａさんはご主人と下のお子さんと３人で講演会に出席

して、今まで全く興味のなかったご主人がすごくやる気になっているようでびっくりして

いると話されていました。 

ご主人の意識の変化があり一緒に参加してすごくよかったと話されていました。 

 

情報誌の中の電磁波の記事に目が止まりました。今年中学に上がった家の息子が今まさに

腹痛と頭痛で不登校になっていまして… 

一つの原因としてきちんと考えていかないといけないと思いました。 

ありがとうございました。 
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アムリタファームさん情報交換会参加者からの感想 

 

●楽しい講座とても勉強になりました 

自分達で試行錯誤し勉強になりました。 

それより子供達の元気で小さいのに親の手を煩わせず事なく自然児そのもの，将来の農業

が安泰だと安心、それと長男さんが良く下の弟さん達の面倒を見ている姿、親の背中を見

て育て居ることに感心して家路に着きました、 

ありがとうございました                

 

●今日は、楽しくてとても勉強になりました     

流石、お若くて、パワーがビシバシ伝わってきましたね        

身近な EMの事も知らなかったことも多くて、目鱗だらけでした      (目) 

商品購入してきましたが、その中のトマトクッキー     、本当にビールにも良く合いました

       

美味しくてトマトのコクの深さが味わえました    

トマト飲料(笑)や、蜂蜜、ご厚意で分けていただいたお塩も楽しみです    

お子さん達の天真爛漫な姿と、礼儀正しさも、キュートで感激でしたね      

良い子育てしてますね    

是非、来年は皆で伺いたいですね‼️ 

理事長、頑張って             実現して下さい‼️(^o^)v 

 

●今日の話は大変楽しかったです。アムリタの意味から始まり、何でも話してくれて、EM

栽培より言現代で言えば EM 栽培プレミアムって言う感じかな⁉️全てデータ化し、EM栽培の

素晴らしさを知り尽くしてるって言うところまで来ましたね！ 

目には見えない波動という力を使って結界を作り上げ器用な旦那様とその家族が一つの太

陽に見えました。 

家族ニコニコ、子供ら元気はつらつ。 

自由で生き生きしていて生命その者でした！それこそ、5感が培われるでしょうね        

今後の野菜達の成長も、子供達の成長も楽しみです        

来年お邪魔出来ること祈ってます(祈る)。有り難う御座いました 

 

●昨日は、本当に素晴らしいお話ありがとうございます                お話を聞きたいけど、あ

の場に来れなかった方々も沢山いらっしゃったと思います。私は、始めの 10 分聞けなかっ

たのですが、しんちゃんのおっしゃるように、内容機会があれば、共有したいですね      盛

り沢山すぎて全ては難しいかもですが～共感できる内容が多くてニセコに行って来ようと

思います   波動と EMをよくぞここまで繋いでくださったとただただ感謝(^_^)/~~ 
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会員共有 LINE の情報交換（8 月 9 日～9 月 23 日まで） 

8 月 9 日 中尾会員 キタキツネのお迎え    金時豆と奥が小豆 手前がサツマイモ 

8 月 20日 小林会員 ちょっと残念なトウキビ 

8月 29日石塚会員 案山子とジャガイモ 

 

 

8 月 22日 佐藤早苗会員 土用干し 
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8 月 22日 永井会員 梅                   細川 梅 

 

 

 

 

 

9 月 1日永井 にんにく 
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9 月 1日 高野会員 みょうが、花ミョウガ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 1日 竹下副理事長 みょうが酢漬け 

酢:砂糖:塩~  3:2 :少々 

酢を鍋に入れ、砂糖を煮溶かし、塩少々 

冷めたら空き瓶で保存 

私は沢山作ります。 

茗荷は洗って、大きいものは縦半分に。 

沸騰したお湯に入れ、熱を通します。 

ザルに上げ水分を切って甘酢に漬けます。 

9 月 2日 山田会員 黒ニンニク             割れトマト 
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9 月 2日 永井会員 キノコ 

 

 

9 月 2日 竹下副理事長 ミョウガサラダ 
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9 月 6日 永井会員 トウキビの茎 糸状菌   勝手に出てきたマイヤーレモン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 8日 永井会員 甘くならないメロン 

 

 

  

9 月 6日 石塚会員 オクラとアジウリ      9月 8日 永井会員  

サツマイモ 探り採り 立派でした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

―１４― 



9月 16日 佐藤会員 ホーリーバジル 乾燥        9月 18日 キアゲハの幼虫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 23日 永井会員             ９月 23日 永井会員  

ミョウガ まだこんなに採れました        トマト終い ピューレー作り       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 23日 永井会員 

 美味しくなかったメロンはペクチンとレモン果汁で美味しいジャムに変身 
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マイクロプラスチックは雨や雲の中にも存在、欧州では規制の動きも 

                          環境ジャーナリスト 

いのち環境ネットワーク代表 

加藤やすこ 

 

欧州委員会（ＥＣ）は、2023 年 9 月 25 日、マイクロプラスチックを規制する対策案を採

択しました。マイクロカプセルは非常に小さいために食物連鎖のなかに入り込み、魚介類、

野鳥からも検出されており、妊婦の血液、胎盤、ペットボトルの水や水道水などからも見つ

かっています。自然界で微生物によって分解されることはないので、一度、環境中に放出さ

れると、数千年も存在し続け、除去することは事実上不可能です。ＥＣの規制によって今後

20 年間で約 50万トンのマイクロプラスチック放出を減らすことができる、と考えられてい

ます。これは、本来発生するであろうマイクロプラスチックを 70％削減することに相当し

ます。 

今回、規制対象になったのは、製品に意図的に添加された、人工芝の粒状の充填材や肥料・

農薬、洗剤や柔軟剤、医薬品、化粧品などで使われるマイクロカプセルです。代替製品へ移

行するための期間として、人工芝は 8 年、肥料は 5 年、香料を封入する製品は 6 年の猶予

期間が設けられています。メーカーはこの期間中に、安全な代替製品へ移行しなくてはいけ

ません。ただし、マイクロプラスチックは、自動車のタイヤが摩耗した際や、合成繊維の服

を洗濯した際や、プラスチックゴミなどからも発生しています。これらの発生源から生じた

マイクロプラスチックをどうするのかについても、対策が必要になるでしょう。 

 

雨水や雲にもマイクロプラスチックが 

早稲田大学理工学術院の大河内博教授らは、富士山山頂などで雲を採取し、マイクロプラ

スチックが含まれていることを、世界で初めて明らかにしました。富士山山頂の標高は

3,776m で、地上からの影響を直接受けない自由対流圏に位置しています。高度 2〜2.5km上

空にある大気層「自由対流圏」を通じて、北極や南極にも流れ込みます。 

地表で温められた空気は上昇気流にのって上昇していきますが、上空は気圧が下がるので、

空気は膨張して温度が下がります。すると、空気中のチリに水蒸気が集まり、水滴や氷の結

晶が生まれます。水滴や氷の粒が集まっていくと、雲が生まれます。マイクロプラスチック

も空気と共に上空に運ばれ、水蒸気を集めて雲を作る可能性があるのです（図）。 

しかも、上空は地上よりも紫外線が強いので、マイクロプラスチックはより早く劣化し、

温室効果ガスのメタンや二酸化炭素を放出したり、雲をつくる核となって雲の形成を促進

する可能性が指摘されてきました。 
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図.想定されるマイクロプラスチック（AMPs）発生源とリスク 

出典：https://www.waseda.jp/top/news/92923 

 

また、この研究では、山頂より標高の低い、富士山東南麓（標高 1,300m）と、丹沢大山の

山頂（標高 1,252m）でも採取されました。富士山東南麓と丹沢大山の山頂は、地表の影響

を強く受ける大気境界層に位置しています。大気境界層では、日中に太陽熱で温められた空

気が上空に上昇する対流が起きています。 

上記の 3地点で採取した雲（水蒸気）から、合計で 70個、9種類のマイクロプラスチック

が検出されました。大気境界層に位置する丹沢大山と富士山南東麓では、おもにポリプロピ

レンとポリエチレンテレフタレートが、自由対流圏に位置する富士山山頂ではおもにポリ

カーボネードが検出されました。 

マイクロプラスチックは、雲の形成に影響し、ひいては気候を変化させる可能性が、この

研究によって示されたのです。 

 

代替プラスチックとは 

マイクロプラスチックの削減は急務です。日本でも、植物などの再生可能な素材から作っ

たバイオマスプラスチックや、微生物などによって分解される生分解性プラスチックへの

移行を目指しています。これらを総称して、バイオプラスチックと言います。バイオマスプ

ラスチックは、おもにサトウキビやとうもろこしなどのバイオマス資源から作られます。た

だし、食糧となる可食部から作られることも多い上に、従来の石油由来のプラスチックより

高価になります。生分解性プラスチックの約 7 割もバイオマス由来で、こちらも割高にな

ります。 

日本政府は 2030 年までに、バイオマスプラスチックを 200 万トン導入するという目標を

掲げていますが、食糧にもなるバイオマス資源をプラスチックに転用することになるのは

問題です。気候変動によって食糧生産にも大きな影響が出ているので、できるだけ非可食部

を使ったり、生産国の住民の食糧を奪うことにならないよう注意が必要になりそうです。 
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情報交換会の予定（第 2 土曜日）13 時～15 時 担当 細川   

会場 上野幌会館  札幌市厚別区厚別南 5 丁目 22－19 

           開催確認は細川携帯 090-1644-3032 まで 

   12 月  9 日（土） ゲノム編集、グリホサート情報 

1 月    お休み 

2 月 10 日（土） 苗床土作り（実践編）、BLOF 理論とは？ 

3 月  9 日（土） 種子交換会と苗作り 

4 月 13 日（土） 定植 

 

 8月 5日 情報交換会 

  ミニトマトの糖度測定 今年は少雨のためかほとんどが 6以上と高い糖度でした 

   松本会員のカナリア 8.8度  ネネ 7.4度 

   山田会員のこくまろ 8.2度 

9月 9日 情報交換会 

  ミニトマトの糖度測定第 2回目 

  永井会員丸赤と佐藤会員黄色トマト 8.4度が最高 

  石塚会員ハウス栽培 7.3度 

  山田会員      6.9度 

  

トマトの保存法 トマトの粗みじん切りが簡単。暑い時期に火を使わないので楽です。 

保存袋に入れて平らに伸ばして冷凍庫へ。使う分だけ追って使えるので便利。味噌汁にも

スプーン一杯分入れるだけで旨みが増します。 
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